
公益財団法人 石水博物館
〒514-0821 三重県津市垂水3032番地18　【TEL】059-227-5677 【FAX】059-213-5789

http://www.sekisui-museum.or.jp/

「齋藤拙堂六十三歳画像（部分）」 池田雲樵筆
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開館時間／10時ー17時（入館は16時30分まで）　 
休　館　日／毎週月曜日（但し祝日の場合は翌日：1月8日（月・祝）は開館、翌9日（火）は休館）
　　　　　年末年始（12月29日（金）～1月3日（水））
入　館　料／一般500円［400円］ ・ 学生300円（高校生以上） ※［　］内は20名様以上の団体料金

〈主催〉公益財団法人石水博物館　 〈後援〉齋藤拙堂顕彰会、津市、津市教育委員会
〈協賛〉株式会社ちとせ

12月1日（金）～ 2月4日（日）2017年 2018年



●JR・近鉄津駅東口より三重交通バス（久居駅方面行）にて15分、
　「青谷口」下車徒歩8分
●近鉄久居駅西口より三重交通バス（津駅方面行）にて10分、
　「青谷口」下車徒歩8分
●JR阿漕駅より徒歩12分
●お車をご利用の方

公益財団法人 石水博物館
〒514-0821 三重県津市垂水3032番地18 
【TEL】059-227-5677 【FAX】059-213-5789

http://www.sekisui-museum.or.jp/

【津市街から】国道23号線「大倉」交差点を県道776号線（久居方面）へ。
JRの踏切を越え、約200m先岩田池手前の細い道（角に緑の看板あり）を
左折、約300m先左側。　（駐車場15台）
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776 石水博物館

次回展覧会
企画展 《梅・桃・桜》
会期：2018年2月9日（金）～4月15日（日）

展示替休館
2018年2月5日（月）～8日（木）

同時開催 （第2展示室）

所蔵品展 《川喜田半泥子の作品と季節の館蔵品》

ギャラリートーク
日時：2017年12月10日（日）、2018年1月19日（金）  各日14時から30分程度
※申込不要。当日14時までに石水博物館受付までお越しください。
※参加費は無料ですが、当日の入館料が必要です。

齋藤正和氏による作品解説があります。

1. 寄書「蘭秀菊芳」齋藤拙堂題、土井聱牙他
2. 書「藩主久居へ巡視の時の詩」齋藤拙堂撰並びに書
3. 書「南郡検田夜宿山寺の詩」齋藤拙堂撰並びに書
4. 拙堂愛用の水滴　
5. 「蘭図と咏蘭詩及び贅石」齋藤拙堂、日根野対山筆
6. 書「詠亀」齋藤拙堂撰並びに書
7. 「月瀬紀勝図」宮崎青谷筆、齋藤拙堂賛

※1から6は個人蔵、7は館蔵
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記念講演会

「齋藤拙堂の今日的意義」
講師：齋藤 正和 氏 
　　　（齋藤拙堂顕彰会会長）
日時：12月16日（土）14時～15時30分
　　　（13時30分開場）
会場：津商工会館1階 丸之内ホール
　　　（津市丸之内29-14）
申込方法：石水博物館まで電話にて
　　　　　（電話：059-227-5677）
定員：申込先着80名様 

《聴講無料》
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第１展示室

番号 作品名 作者 員数・形質 所蔵者
1 拙堂六十三歳画像 池田雲樵筆 一幅・絹本着色 齋藤家蔵
2 拙堂誠軒父子像 池田雲樵筆 一幅・紙本墨画 齋藤家蔵
3 拙堂書簡　徳太郎（誠軒）宛 一巻のうち・紙本墨書 齋藤家蔵
4 「拙堂記」原稿　頼山陽朱批 一幅・紙本(朱)墨書 齋藤家蔵
5 拙堂自筆原稿頼山陽朱批の

『韓魏公論』
一巻・紙本(朱)墨書 齋藤家蔵

6 書「松涼夏健人」 藤堂高猷筆 一幅・絹本墨書 齋藤家蔵

7 書「藩主久居へ巡視の時の詩」 拙堂撰並びに書 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
8 藩主からの感謝状 藤堂高猷筆 一巻・紙本墨書 齋藤家蔵
9 諸葛孔明画像 一幅・絹本着色 齋藤家蔵

10 書「南郡検田夜宿山寺の詩」
（郡奉行の時の詩）

拙堂撰並びに書 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵

11 順正書院の絵図
（『再撰花洛名勝図会』巻二）

池田東籬撰・刊 六巻六冊のうち 石水博物館蔵

12 預申金子之事 一枚 齋藤家蔵
13 書「江戸客中書懐詩」 拙堂撰並びに書 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
14 存念書 拙堂筆 一巻・紙本墨書 齋藤家蔵
15 書「詠亀」 拙堂撰並びに書 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
16 書「伊勢道中図に題す詩」 拙堂撰並びに書 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
17 束脩潤筆納簿 拙堂筆 一巻 齋藤家蔵
18 印譜 一幅・紙本 齋藤家蔵
19 印章 六個 齋藤家蔵
20 書「茶磨山荘詩」 （茶磨山荘造営

に当たり稲荷山の狐に贈る詩）
拙堂撰並びに書 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵

21 書「山房即事の詩」 拙堂撰並びに書 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
22 茶磨山荘図並びに詩 宮崎青谷筆、拙堂詩 二巻・絹本着色(墨書) 齋藤家蔵
23 津公園内「頌徳碑」拓本 一幅・紙本 齋藤家蔵
24 『月瀬記勝』 拙堂撰 一巻付録一巻二冊 石水博物館蔵
25 月瀬尾山梅渓真景之図 松山半山撰 一鋪 石水博物館蔵
26 『星巌集』（丙集） 梁川星巌撰、拙堂序 三巻三冊 石水博物館蔵
27 『拙堂文話』 拙堂撰 八巻四冊 石水博物館蔵
28 『続文話』 拙堂撰 八巻四冊 石水博物館蔵
29 『拙堂文集』 拙堂撰、中内惇編 六巻六冊 石水博物館蔵
30 『拙堂紀行文詩』 拙堂撰、中内惇編 八巻二冊 齋藤家蔵
31 『鉄研余滴』 拙堂撰 四巻四冊 齋藤家蔵
32 『三体筆陣雋語』 拙堂編 三巻三冊 齋藤家蔵
33 『経世文編抄』 清賀長齢輯・

拙堂、 土井聱牙編
七巻二十一冊 齋藤家蔵

34 『絶句類選評本』 津阪東陽輯、拙堂評 二十一巻十冊 齋藤家蔵
35 『伊勢国司記略』 拙堂撰 五巻三冊 石水博物館蔵
36 『夜航詩話』 津阪東陽撰、拙堂序 三巻三冊 石水博物館蔵
37 『救荒事宜』 拙堂撰 一冊 津市図書館蔵
38 『海防策』 拙堂撰 一冊 齋藤家蔵
39 『海外異伝』 拙堂撰 一冊 石水博物館蔵
40 『士道要論』 拙堂撰 一冊 石水博物館蔵

出品目録

２０１７年１２月１日（金）～２０１８年２月４日（日）

齋藤拙堂展
生誕２２０年記念



番号 作品名 作者 員数・形質 所蔵者

41 硯「龍池」 一面 齋藤家蔵
42 水滴 一口 齋藤家蔵
43 詩刻筆筒 一口 齋藤家蔵
44 『洗心洞箚記』の書評を書いた拙

堂書簡の草稿
一巻のうち 齋藤家蔵

45 寓中恵贈品目 拙堂筆 一巻・紙本墨書 齋藤家蔵
46 今世名家文鈔 篠崎小竹、拙堂、坂井

虎山、野田笛浦撰・僧
月性編

八巻八冊 石水博物館蔵

47 猪飼敬所書 猪飼敬所筆 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
48 古賀精里書 古賀精里筆 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
49 三島中洲書 三島中洲筆 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
50 書「非我而当者吾師也」 拙堂筆 一幅・紙本墨書 齋藤家蔵
51 一陽来復 拙堂筆・日根野対山筆 一幅・紙本墨書 石水博物館蔵
52 蘭図と咏蘭詩及び贅石 拙堂、日根野対山筆 一幅・紙本墨画 齋藤家蔵
53 月瀬紀勝図 宮崎青谷筆、拙堂賛 一幅・絹本墨画淡彩 石水博物館蔵
54 寄書「蘭秀菊芳」 拙堂題・土井聱牙、川

村竹坡、川北梅山他
一幅・紙本墨画淡彩 齋藤家蔵

55 寄書「蘭竹草堂」 拙堂題、凌雲他 一幅・紙本墨画 齋藤家蔵
56 川喜田梅屋墓誌 拙堂撰並びに書 一幅・紙本墨書 石水博物館蔵
57 川喜田梅屋並びにその孫政寛 一幅 石水博物館蔵
58 川喜田梅屋墓誌原稿 拙堂撰 一巻 齋藤家蔵
59 拙堂書簡　川喜田遠里宛 一通・紙本墨書 石水博物館蔵
60 拙堂書簡　平松楽斎宛 一巻のうち・紙本墨書 津市教育委員会蔵
61 津学校建坪三百分の一図 一鋪・紙本彩色 津市教育委員会蔵
62 有造館月課詩文題 一巻のうち 齋藤家蔵
63 河野逸書簡　拙堂宛 河野逸筆 一巻・紙本墨書 齋藤家蔵



第２展示室

番号 作品名 作者など 窯・年代・素材など 備考
1 井戸手茶碗　銘「寿山」 川喜田半泥子 昭和16年頃・千歳山窯
2 井戸手茶碗　銘「雨後夕陽」 川喜田半泥子 昭和16年頃・千歳山窯
3 井戸手茶碗　銘「萬代」 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯
4 黒茶碗　銘「無茶太郎」 川喜田半泥子 昭和15年頃・千歳山窯
5 赤楽大茶碗　銘「閑く恋慕」 川喜田半泥子 昭和20年代・廣永窯

6 刷毛目茶碗　銘「一声」 川喜田半泥子 昭和20年代・廣永窯

7 焼締茶碗　銘「さび柿」 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯

8 志野茶碗　銘「蛾眉峯」 川喜田半泥子 昭和13年頃・千歳山窯 寄託作品
9 織部黒茶碗　銘「暗香」 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯 藤田コ

10 灰釉茶碗　銘「これはしたり」 川喜田半泥子 昭和20年代・廣永窯 寄託作品

11 枯木に鳥図 川喜田半泥子筆 昭和16年・紙本墨画淡彩

12 男之助羽子板図 川喜田半泥子筆 昭和4年・絹本着色

13 松竹梅図 川喜田半泥子筆 紙本墨画淡彩 藤田コ
14 書「慶世羅々々」 川喜田半泥子筆 昭和34年・紙本墨書
15 伊賀水指　銘「慾袋」 川喜田半泥子 昭和15年・千歳山窯
16 高麗手茶碗　銘「雅茶子」 川喜田半泥子 昭和20年代・廣永窯
17 志野茶碗　銘「不動」 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯
18 黒織部茶碗　銘「富貴」 川喜田半泥子 昭和15年頃・千歳山窯
19 粉引茶碗　銘「雪の曙」 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯
20 黒筒茶碗　銘「鴫立沢」 川喜田半泥子 昭和20年代・廣永窯

21 黒筒茶碗　 川喜田半泥子 昭和20年代・廣永窯

22 志野茶碗　銘「あつ氷」 川喜田半泥子 昭和20年代・廣永窯
23 唐津手茶碗　銘「薄氷」 川喜田半泥子 昭和16年・千歳山窯
24 呼継茶碗　銘「ねこなんちゅ」 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯
25 片身替茶碗　銘「布袋和尚」 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯
26 片身替茶碗　銘「寝物語」 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯
27 志野茶碗　銘「微笑」 川喜田半泥子 昭和12年頃・千歳山窯
28 鼠志野茶碗　銘「一トめぐり」 川喜田半泥子 昭和22～25年・廣永窯
29 灰釉茶碗　銘「由布」 川喜田半泥子 昭和19年以前・千歳山窯
30 唐津手茶碗　銘「福わらひ」 川喜田半泥子 昭和20年代・廣永窯
31 割高台茶碗　銘「浮寝鳥」 川喜田半泥子 昭和24年・廣永窯
32 灰釉四方台鉢 川喜田半泥子 昭和26年頃・廣永窯
33 赤絵高杯　二口 川喜田半泥子 昭和10年代・千歳山窯

34 焼締徳利 川喜田半泥子 昭和10～20年代

35 刷毛目徳利 川喜田半泥子 昭和12年・荷苗里窯
36 ぐい呑　十口 川喜田半泥子 昭和10～20年代
37 松と梅図 川喜田半泥子筆 紙本墨画淡彩
38 猫柳図 川喜田半泥子筆 紙本墨画淡彩
39 大根図 川喜田半泥子筆 紙本墨画 藤田コ
40 椿図 川喜田半泥子筆・自賛 紙本墨画淡彩 寄託作品

所蔵品展

川喜田半泥子の作品と季節の館蔵品
２０１７年１２月１日（金）～２０１８年２月４日（日）

出品目録



茶席
番号 作品名 作者など 窯・年代・素材など 備考

41 注連縄飾り図 川喜田半泥子筆 昭和20年・紙本墨画淡彩 藤田コ
42 灰釉茶碗　銘「寒鴉」 川喜田半泥子 昭和15年頃・千歳山窯

43 灰釉縮れ砂金袋水指　銘「若水」 川喜田半泥子 昭和24年・廣永窯

※備考に表記のない作品や資料は館蔵。

※展示作品、展示期間が変更になる場合があります。

※備考欄の「藤田コ」は、藤田等風コレクション（平成23年寄贈）。


